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一

―

日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
残
る
偉
大
な
漢
方
医

井
上
　
雅
文

曲
直
瀬
道
二

‐―
　

そ
の

一

※
こ
の
稿
は
昭
和

四
十
八
年
十
月
～
四
十
九
年
六
月
ま
で
の
間

『
チ

ャ
ベ
ル

ニ
ュ
ー
ス
』

立
教
学
院
諸
聖
徒
礼
拝
堂
発
行

に
掲
載
さ
れ

て
い
た
も

の
を
転
載
し
た
も
の
で
す
。

明
治
二
十
八
年

二
月
六
日
、
衆
議
院
第
八
議
会

に
於

い
て
、

「
医
師
免
許
規
則
改
正
法
律
案
」
は
、

漢
方
医
家
必
死
の
運
動

に
も
詢

ら
ず
、
七
十
八
対
百
五
票
の
僅
か
に
二
十
七
票

の
差
で
否
決
さ
れ
、
千

三
百
有
余
年
間
に
及
ん
だ
漢
方
医
術

の
医
学
的
又
文
化
的
有
効
性
は
、
唯
政
治
的
理
由

に
よ

っ
て
否
定

せ
ら
れ
民
間
療
法

の

一
つ
と
し

て
の
み
、
そ
の
命
脈
を
保
ち
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

医
は
そ
の
原
初

に
於

い
て
は
、
術
と
し
て
出
発
し

て
の
で
あ
り
、
そ
の
発
展
過
程
に
於
い
て
、
シ
ャ

ー

マ
ニ
ズ
ム
の
段
階
を
経

て
来
た
の
は
、
世
界

の
ど

の
地
域

に
於
い
て
も
確
認
出
来
る
事
実

で
あ
る
。

即
ち
、
医
と
云
う
行
為
は
そ
の
発
生

の
時
か
ら
、
人
間
学
的
領
城

に
属
す
も
の
で
あ
り
、
肉
と
機
能
と
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心
の
調
和
あ
る
秩
序
の
下
に
、　
一
瞬
た
り
と
も
止
る
事
な
く
営
ま
れ
る
生
命
現
象
に
根
ざ
す
も
の
で
あ

る
。
病
が
生
命
現
象
の

マ
イ
ナ
ス
面
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
時
間
性
は
否
定
せ
ら
れ
な
い
。

こ
の
様
な
病
の
流
動
性
と
時
間
性
を
把
握
し
得
る
原
理
を
持

つ
も
の
が
漢
方
の
医
術
で
あ
る
。
そ
れ

を
漢
方
の
専
門
用
語
で

「
証
」
と
呼
ぶ
。
通
常
、
漢
薬
に
於
い
て
は
、

「
証
」
に
は
薬
剤
の
名
、
例
え

ば
、
桂
枝
念
穴
証
と
か
小
紫
胡
湯
証
と
か
云
う
名
が
附
さ
れ
、
鍼
術
に
於
い
て
は
、
肝
虚
証
と
か
肺
虚

陽
実
証
と
か
、
臓
腑
と
経
絡

の
名
が
附
さ
れ
て
い
る
。

「
証
」
の
発
見
に
よ

っ
て
、
漢
方

の
医
術
は
そ
の
独
自
性
と
比
類
な
き
実
証
性
、
即
ち
時
々
刻
々
と

移
り
変
わ
る
、
病

に
対
す
る
適
合
性
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
医
学
史
上
、
漢
方
が
医
術
と
し
て
、
そ
の
本
来
的
使
命
を
果
た
し
得
た
の
は
、　
一
人
の
優
れ

た
漢
方
臨
床
医
の
業
績
に
よ
る
処
が
大

で
あ
る
。
彼

に
よ

っ
て
日
本
の
医
術
は
そ
れ
迄
の
僧
侶
と

一
部

の
上
流
階
級
の
医
術
か
ら
、
庶
民
の
医
術

へ
と
発
展
し
得
た
の
で
あ
り
、
其
処
か
ら
医
を
事
業
と
す
る

医
師
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

彼
の
名
は
曲
直
瀬
道
三
、
名
は
正
慶

（
或
い
は
正
盛
）
、
字
は

一
漢
、
雖
知
苦
齋
、
又
壼
静
翁
と
号

し
た
。

西
暦

一
二
〇
七
年

（
永
正
四
年
）
九
月
十
八
日
、
京
都
柳
原
に
生
ま
れ
、
そ
し
て

一
五
九
五
年

（
文

‐
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禄
四
年
）

一
月
四
日
、
八
十
九
才

で
没
し
た
。
そ
の
生
涯
は
、
戦
国
の
真

っ
只
中

に
あ
り
、
そ
の
間
彼

が
接
触
し
た
人
物

は
正
に
戦
国
の
諸
大
名
及
び

一
流

の
文
化
人
達

で
あ
る
。
そ
の
名
を
挙
げ

て
み
る
と
、

相
国
寺

の
僧
盛
都
間
、
彼
の
医
学
上
の
師
、
日
代
三
喜
、
将
軍
足
利
義
輝
、
細
川
晴
元
、
松
永
弾
正
、

三
好
修
理
、
細
川
幽
齋
、
二
親
町
天
皇
、
毛
利
元
就

一
族
、
尼
子
義
久
、
織
国
信
長
、
明
智
光
秀
、
豊

臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
、
高
山
右
近
、
黒
口
孝
高
、
千
利
休
、
パ
ー
ド

レ

‘
オ
ル
ガ

ン
チ
ノ
、
パ
ー
ド
レ

・
ベ
ル
シ

ョ
ー
ル
、
デ

・
フ
ィ
ゲ

レ
ド
等

々
で
あ
る
。
道
三
は
当
時
最
高

の
教
養
を
有
す
文
化
人

で
あ

り
、
恐
ら
く
は
、
十
六
世
紀

に
於

い
て
は
、
中
国
朝
鮮
半
島
を
含
ん
で
も
東
洋
随

一
の
名
医
で
あ
り
、

医
学
者

で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
戦
国
の
世

に
あ

っ
て
、　
一
廉

の
人
物

で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
そ
の
時
の
権

力

の
側
に
身
を
寄
せ
ね
ば
生
き
ら
れ
な
か

っ
た
時

に
、
何
れ
の
陣
営

に
も
出
入
り
し
、
何
れ
の
側
に
も

属
す

こ
と
な
く
、
市
井

の

一
医
師
と
し

て
、
上
下

の
隔
て
を
越
え
て
生
き
抜

い
た
稀
有

の
人
物

で
あ
る
。

そ
し
て
、
彼
は

一
五
八
四
年

（
天
二
十
二
年
〉
十

二
月
、
七
十
八
才

の
時
、
京
都
南
査
寺

に
於

い
て
洗

礼
を
受
け
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

十
六
世
紀
の
日
本

は
、
男
の
欲
望
と
夢
が
天
下
統

一
を
目
指
し
て
、
灼
熱

の
如
く
燃
え
、
日
本

の
大

部
分
の
民
衆
が
そ
の
渦
中

に
巻
き
込
ま
れ
て
明
日
を
も
知
れ
ぬ
運
命

に
身
を
任
せ

て
い
た
時
代
で
あ

っ

た
。
彼
は
権
力
に
対
し
て
無
欲
、
名
声

に
対
し
て
悟
濤
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
自
由

に
生
き
続
け
ら
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れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
一
言
に
し
て
言
え
ば
、
彼
は
そ
の
生
涯
を
平
和
主
義
者
と
し
て
、
又
求

道
者
と
し
て
生
き
た
の
で
あ
る
。
漢
方

に
於
い
て
は
、
医
師
を
そ
の
内
容

に
於
い
て
三
段
階

に
位
置
づ

け
て
い
る
。

即
ち
、

「
病
を
治
す

る
は
下
工
」
、
病
気
を
治
す
事

の
出
来

る
医
者
は

一
番
下
手
な
医
者

で
あ
る
。

「
人
を
治
す
る
は
中
工
」
、
人
を
救
う
事
の
出
来
る
医
者

は
普
通

の
医
者

で
あ
る
。
最
高

の
医
者
は

「
国
を
治
す
る
は
上
工
」
と
呼
び
天
下
を
治
め
る
医
者

で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
述

べ
ん
と
す
る
道
三
は
二

に
上
工
、
国
手

に
当
る
医
者
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
．
道
三
の
洗
礼

イ

エ
ズ

ス
会
日
本
年
報
、

「
一
五
八
五
年
八
月
二
十
七

日

（
天
二
十
三
年
八
月
三
日
）
付
、
長
崎
発

パ
ー
ド
レ

ｏ
ル
イ

ス

・
フ
ル
イ
ス
よ
リ
イ

エ
ズ

ス
会
総
会
長
に
贈
り
た
る
も

の
」
の
中

に
次

の
よ
う
な

報
告
が
あ
る
。

１
。

「
日
本
六
十
六

ヶ
国
に
在
る
医
師
の
う
ち
、
最
も
優
れ
た
者
が
二
人
部

に
在
る
が
、
こ
の
二
人
中

第

一
位
を
占
め
る
の
は
道
三

（
Ｆ
雀
日
）
と
称
す
る
人

で
あ
る
。
」

優
れ
た
医
師
の
中

の
他

の
二
人
は
、
施
薬
院
全
宗
と
竹
田
定
加
又
は
半
井
明
英
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⌒

^
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施
薬
院
全
宗
は
、
徳
運
軒
と
号
し
、　
一
五
二
二
年
、
江
州

（
近
江
）
に
生
れ
丹
波
雅
忠
十
七
世

の
孫

に
当
る
。
医
を
道
三
に
学
ぶ
。
後
、
秀
吉

の
侍
医
と
な
る
。
そ
し
て
、
秀
吉

に
よ

っ
て
復
活
さ
れ
た
、

朝
廷
の
施
薬
院

の
実
権
者
と
な
る
。
禁
裏
と
市
中

一
切

の
医
薬
施
療
に
最
善

の
方
策
を
た
て
た
。
こ
れ

に
よ

っ
て
貴
賤

の
別
な
く
病
め
る
も

の
凡
て
施
療
給
薬

に
浴
し
、
全
宗

の
献
身
的
努
力
は
秀
吉

の
書
政

と
も
な

っ
て
い
る
。　
一
五
九
九
年

ハ
慶
長
四
年
）
十

二
月
十

日
七
十
四
才

で
逝

っ
た
。
基
は
道
三
と
同

じ
京
都
十
念
寺

に
あ
る
。

竹
口
定
加

は
、
伝
不
明
、
記
録

に
よ
れ
ば
、
元
亀

二
年
、
正
親
町
天
皇

の
痢
病
を
治
し
、
法
眼
の
位

を
賜
る
。　
一
五
八

一
年

（
天
正
九
年
）
官
女

の
痣

（
マ
ラ
リ
ア
）
を
治
し

て
法
印

に
叙
せ
ら
れ

て
い
る
。

半
井
明
実

は
典
薬
頭
を
世
襲
し
て
い
た
家
柄

に
生
れ
、
中
年
以
後
、
正
親
町
天
皇
の
信
任
を
得
、
織

田
、
豊
臣
の
障
中
に
赴
く

こ
と
も
あ

っ
た
。

優
れ
た
二
人
は
、
当
時

の
京
都

の
民
衆
及
び
諸
大
名
、
朝
廷
に
於
け
る
評
判
に
よ

っ
て
で
あ
ろ
う
か

ら
、
章
三
、
全
宗
、
定
加

で
あ

っ
た
と
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

続

い
て
、

フ
ロ
イ

ス
の
報
告
を
見
る
と
。

２
．

「
こ
の
人
は
医
術

に
於

い
て
有
名
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
他

に
も
稀
な
る
才
能
を
有
し
、
こ
れ
に

よ

っ
て
日
本

の
候
違
よ
り
大

い
に
尊
敬
せ
ら
れ
、
い
づ

こ
に
行
く
も
、
常

に
第

一
の
席
を
与
え
ら
れ
る
。
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彼

の
顕
書
な
る
オ
芸

の
う
ち
彼
を
優
秀
な
ら
し
む
る
も

の
が
三

つ
あ
る
。
第

一
は
現
代
の
最
も
雄
弁
な

人

で
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
語
る
と
こ
ろ
は
比
喩
と
格
言

で
あ
り
、
大
身
逮
は
彼
と
語
る
こ
と
を
喜
ぶ
の

で
あ
る
。
彼
は
都

に
八
百
人
の
門
弟
を
有
し
或
る
者
は
雄
弁
術
を
学
ん
だ
。
彼
は
治
療

に
お
い
て
甚
だ

有
名

で
、
多
年
都

に
於

い
て
公
に
医
学
を
講
じ
、
今
も
尚
講
義
を
し
て
い
る
。
彼
は
年
齢
七
十
オ
を
越

え
た
が
、
血
色
よ
く
、
又
天
性
賢
明
に
し
て
日
常
平
静

に
規
則
正
し
い
生
活
を
な
し
、
人
と
交

っ
て
親

切

で
あ
る
。
」

彼
が
主
に
何
処
で
学
ん
だ
か
と
云
う
こ
と
は
、
彼

の
主
者

「
啓
迪
集
」

（
こ
の
書

に

つ
い
て
は
後
に

詳
し
く
述

べ
ね
ば
な
ら
な
い
〉
の
自
序
に
次

の
様
な
記
述
が
あ
る
。

「
吾
債
稟
，
生
縁
於
洛
滋

一́．
而
學
コ
医
術

ヲ
於
利
陽

三
‥
…
」

即
ち
、
彼
は
京
都

に
生
ま
れ
、
医
術
を
足
利
学
校

に
学
ん
だ
と
云
う
の
で
あ
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
前
に
、
彼
は
生
ま
れ
て
数

日
に
し
て
両
親
を
失

い
、
伯
母
と
姉
に
育

て
ら
れ
、
八
才

で
江
州
守
山

天
光
寺

に
入
り
、
仏
教

の
諸
経
を
学
び
、
十
三
才

で
当
時

の
学
問

の
中
心
で
あ

っ
た
、
京
都
五
山
の

一

つ
相
国
寺

（
臨
済
宗
）

に
移
り
、
中
国
の
文
学
、
思
想
、
即
ち

四
書
五
経
、
三
体
詩
、
東
坂
、
山
谷
等

に
接
し
、
悉
く
こ
れ
ら
を
暗
誦
し
た
の
で
あ
る
。
足
利
学
校

に
友
肥
後
人
、
西
友
鵬
と
共
に
進
学
し
た

の
が

一
五
二
八
年

（
享
禄
元
年
）
二
十
二
才

の
時
で
あ

っ
た
。
三
年
間
は
二
文
伯
に
師
事
し
て
深
く
中

-21-
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国
の
経
史
、
諸
子

の
書
を
渉
猟
し
て
い
る
。
医
学
の
師
、
日
代
二
喜

（
古
河

の
三
喜
）

に
会

っ
た
の
が

彼
、
二
十
五
オ
、
享
禄

四
年

で
あ
り
、
そ
れ
は
、
彼

の

一
生
を
左
右
し
、
日
本

の
医
学
が

一
つ
の
新
し

い
時
代
を
始
め
る
と
云
う
全
く
運
命
的
な
出
会

い
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、
師
三
喜
が
歿
し
て

（
一
二
三
七
年
）
か
ら
も
、
医
学
及
び
経
史
を
請
究
す
る
事
、
合
計
十

四
年
、
漸
く
天
文
十
四
年

（
一
五
四
五
年
）
二
十
九
才

の
時
京
都

に
帰

っ
た
。
翌
年
、
環
俗
し
て
医
治

を
専
ら

に
し
、
将
軍
義
輝
の
疾
を
治
し
、
松
永
弾
二
、
三
好
修
理
に
厚
く
遇
せ
ら
れ
た
の
も

こ
の
頃
で

あ
る
。
洛
下
に
後
進
を
啓
迪
誘
絞
す
る
為
の
学
会
啓
迪
院
を
立

て
徒
を
集
め
て
、
医
経
を
講
じ
て
い
た
。

そ
の
間
前
後
二
十
余
年

に
及
ん
だ
。
義
輝
か
ら
は
疾
を
治
し
た
功
績
に
よ
り
、
富
士
如
子
と
呼
ば
れ
る

茶
入
れ

（
こ
れ
は
後

に
信
長
、
秀
吉
、
前
田
利
家

に
渡

っ
て
行
く
〉
、
葬
冷
汁

（
た
で
ひ
や
じ
る
〉
と

呼
ば
れ
る
茶
碗
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

つ
づ
く

―- 22 -―
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日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
残
る
偉
大
な
漢
方
医

―

曲
直
瀬
道
ニ

ー

　

そ
の
二

井
上
　
雅
文

一
五
六

三

〈
永
禄
六
）
年
初
夏
、
道
三
は
出
雲
国
宍
道
湖

の
南
、
白
潟

（
白
方
）
の
毛
利
陣
中

に
あ

っ
た
。
そ
れ
は
毛
利
元
就

の
病
、
風
諄

（
リ

ュ
ウ

マ
チ
又
は
痛
風
）
を
治
す
為
、
将
軍
義
輝
の
要
請

に

よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
因
み
に
、
毛
利
家
と
義
輝

の
交
流
は
永
禄
三
年
二
親
町
天
皇
践
酢

の
時
、
元
就

が
穀

一
千
石

に
相
当
す
る
金
銀
を
拠
出
し
内
裏
を
修
復
し
、
即
位

の
式
を
行
わ
し
め
た
時

に
始
ま
る
。

将
軍
義
輝

に
対
し
て
も
援
助
を
借
し
ま
な
か

っ
た
事
は
言
う
迄
も
な
く
、
そ
の
後
も

（
石
見
銀
山
を
手

中

に
収
め
て
か
ら
は
更
に
）
朝
廷
及
び
将
軍
家

に
対
す
る
寄
進

に
怠
り
な
か

っ
た
に
違
い
な
い
。

当
時
、
毛
利
元
就

は
中
国
地
方
を
殆
ど
そ
の
勢
力
下

に
制
し
、
残
る
は
元
就
生
涯
の
大
敵
尼
子
氏
を

富

田
月
山
城
周
辺

に
捕
ら
え
調
略

の
最
中

で
あ

っ
た
。

毛
利
の
尼
子
攻

め
は
長
期

に
亘
り
、
そ
の
陣

（
雲
陣
）
は
永
禄
九
年
十

一
月
月
山
城

の
尼
子
義
久
以

下
が
投
降
す
る
迄
、
実

に
四
年
八

ヶ
月
に
及
ん
だ
。
道
三
は
元
就

の
風
痺
を
診
治
し
て
後
、
毛
利

一
族
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か
ら

一
層
の
信
頼
を
得

て
、　
一
度
は
京
都

へ
戻

っ
た
に
し
ろ
、
再
び
毛
利
陣
中
の
洗
合

（
又
は
洗
骸
、

荒
隈
）
宍
道
湖
の
東

、
松
江
の
東
南
に
滞
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
は
永
禄
八
年
五
月
、
将
軍
義

輝
が
三
好
義
継
、
松
永
久
秀

に
殺
さ
れ
た
後
の
事

で
あ
ろ
う
。
道
三
は
洗
合
に
於

い
て
、
元
就

の
懇
願

も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
学
徒

の
為

に

「
雲
陣
夜
話
」
及
び

「
雲
陣
夜
話
補
遺
秘
伝
」
各

一
巻
を
著
し
、

戦
陣
に
起

こ
ろ
疾
病

の
処
方
を
詳
し
く
述

べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
元
就

の
懇
望
に
よ
り

「
言
上
目
録
」

（
九

ヶ
条
）
と
言
う
有
名
な

一
巻
を
遺
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
単
に
養
生
法
に
止
ま
ら
ず
、
政
道
の
在

り
方
武
将

の
心
得

に
迄
及
び
、
正
に
、
ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
の
報
告

に
あ
る
よ
う
に
大
身
達
が
進
ん
で

ユ

聞
く
事
を
喜
ぷ
比
喩
と
格
言
へ
瀞
ち
て
い
る
。　
一
名
壽
諌
九

ヶ
条
と
称
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
最

初

の
部
分
を
引
用
す

る
と
、

「
今
度
雲
陣
以
来
御
家
門
繁
栄
御
武
軍
長
久
析
念
之
外
又
無
他
故
不
顧
忘

（
恐
か
）
悼
愚
慮
言
上
目

録

ハ
こ
の
度
、
雲
陣
以
来
‥
ｔ
、
御
家
門
の
繁
栄
、
御
武
運
の
長
久
、
祈
念
の
ほ
か
又
他
に
な
く
、
故

に
恐
悼
を
顧
み
ず
、
愚
言
上
目
録
を
慮
す
）

一
．
自
動
之
弁

二
．
飲
食
居
所
の
倹
約

二
．
歌
舞
之
用
捨
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壼

―

四
．
威
徳
宣
二
兼
行

一

（
威
徳
を
よ
ろ
し
く
兼
行
す

べ
し
）

五
．
兵
戦
薬
レ
好
英

レ
怠

六
．
貴

二
兼
徳

一
嫌
〓
偏
信

一

七
．
勉
謙
憚
奢
之
異

八
．
親

二
賢
智

¨
逮

こ
宝
飾

一

九
．
予

二
養
生

一
予
二
防
乱

一
」

こ
れ
等

の
箇
条

一
つ

一
つ
に
解
説

（
比
喩
と
格
言

に
担
当
す
る
も
の
）
が
附
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

第

一
箇
条

の

「
怠
勤
之
弁
」
の
解
説
の
後
半
に
は

「
養
生

ノ
書

二
日
　
病

ハ
加

劇
干
意

・ル

ニ
乱

ハ
起

動

於
治

一ョ
リ
。
大
鑑
憚
師

ノ
日
怠

ハ
衆
生

ノ
病
　
勤

ハ
衆
生
ノ
薬
」

〔
筆
者
注
‥
説
苑

（
漢

の
劉
向
者
、

二
十
巻
）
に
病
加

二
於
少
恐

ｒ．
と
あ
る
。
大
鑑
薄
師

は
唐
代
の
標
僧
、
慧
能
と
称
す
〕

こ
の
意

は
病
は
癒
り
か
け
た
時

に
重
体

に
な
る
よ
う
に
、
禍
は
油
断
か
ら
起

こ
ろ
喩
え

で
あ
る
。

又
第
四
箇
条
の

「
威
徳
宜

二
兼
行

・
」
に
は

（
書
き
下
し
文

に
改
め
る
と
）

「
御
武
威
天
下
無
双
の

段
は
、
其
れ
隠
れ
な
く
候
。
然
ぶ

る
ゆ
え
ん
は
山
陰
山
陽
皆
御
手

に
属
し
候
。
然
よ
り
と
雖
も
、
下
民

御
憐
感
の
文
徳
は
未
だ
承
事
か
り
及
ば
ざ
る
な
り
、
　
ハ
注
、
道
三
の
言
）
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説
苑

に
曰
く

文
有
り
て
武
無
き
は
、
以

っ
て
下
に
威
な
し
。
武
有

っ
て
文
無
き
は
、
民
長
れ

て
親
し
ま
ず
。
文
武

倶

に
至
り
、
威
徳
乃
ち
成
る
。

近
年

の
名
将
は
此

の
理
を
知
ら
ず
、
故

に
武
威
を
以

っ
て
、　
一
旦
国
を
取
り
民
を
得
る
と
雖
も
、
文

徳
足
ら
ず
、
故

に
世
を
長
久
に
接
す
る
に
、
段

の
湯
、
周

の
武

の
如
く
す

る
能
わ
ず
。

（
注
、
道
三
〉

論
語
に
曰
く

徳
は
孤
な
ら
ず
、
必
ず
憐
有
り
。
」

第
五
箇
条

の

「
兵
戦

好
む
英
‥

れ
、
怠

る
こ
と
莫
れ
」

に
は
次

の
引

用
が
あ
る
。

「
史
記

二
日
ク

国
雖

レ
大

Ａ
好

い
キ

ハ
戦
必
ズ
亡
プ

天
下
レ
難
年

卜
忘

い
キ

ハ
戦

フ
必
ズ
危
シ
」

第
六
箇
条

「
貴
兼
徳
嫌
偏
信
」
に
は

「
諸
訴
不
レ
可
〓
偏

二
信

一
　

晋
ク
問
ィ
兼
聴

ハ
則
政
法
必
可
レ
明
也

- 28 -
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新
論

二
日

君
明

二
国
治

ス
ト

ハ
兼
テ
聴
ヶ

Ａ
也

君
閣
夕
国
乱

ス
ト

ハ
偏
信
也

巨
範

二
日

助
レ
君
価
レ
人
者

ハ
至
忠

ノ
遼
謀
也

損
レ
下
養

ン
上
者

ハ
人
臣
ノ
浅
慮
也
」

（
注
、
新
論
、
檀
薄
分
力
新
論

（
書
名
〉
。

偏
信

¨
一
方

の
み
を
信
ず
る
こ
と
。
兼
聴
植
諄

一
後
漢

の
人
、
字
は
君
山
、
五
組
に
通
ず
。

中
衆
人

の
説
を
合
わ
せ
聞
く
事
）

第
八
筒
条

「
親
二
賢
智

一
遺
二
宝
飾

一
」
に
は

「
可
レ′、
仰
　
賢
者
、
可
レ，、
親
　
智
人
、
可
い
賞
勇
士
、
可

い
憐
下
民
。
当
時

ハ
不
レ
然
、

信
以
ル
譲

フ
貴
レ
妄
、
専
■
ス
遊
奥
使
巧

一ヲ
ヽ
事

卦
ス
珍
翫
珠
玉

一ヲ
‥
」
０

言
上
目
録
の
末
尾
に
は

「
永
禄
十
年
丁
卯
年
二
月
九

日
　
洛
下
雖
知
苦
齋
道
三

ハ
花
押
）
」
と
あ
り
、

宛
て
先
は
、
毛
利
元
就
公
、
同
輝
元
公
、
小
早
川
隆
景
公
、
吉
川
元
春
公
、
椙
社
元
秋
公

（
注
、
元
就

- 29 -
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の
四
男
）

こ
れ
を
書
く

一
年
前
、
元
就
は
陣
中

に
痣

（
お
こ
り
）
を
発
し
、
元
春
以
下
諸
将
は
元
就

の
高
齢

の

故

に
心
配
し
た
が
、
道

三
の
処
方

に
よ
り
治
癒
し
て
い
る
。

再
び
日
本
年
報
を
見
る
と

３
．

「
昨
年
府
内

の
コ
レ
ジ

ョ
の
院
長
パ
ー
ド

レ

‘
ベ

ル
シ

ョ
ー
ル

・
デ

。
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
　
　
Ｆ

ピ
ユ
Ｒ

』
ｏ
コ
宙
ュ
器
８
　
　
が
重
病
に
罹
り
、
医
師
に

つ
き
特

に
便
宜
が
あ
る
の
で
、
治
療
の

た
め
都
に
赴
い
た
。
都

に
着
い
て
病

に
苦
し
み
、
右

の
医
師
に
診
察
を
請

は
ん
と
欲
し
た
が
、　
一
つ
の

困
難
が
あ

っ
た
。
」

曲
直
瀬
道
三
と
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
と
の
出
会

い
は
、
道
三
ら
し
く
病

に
で
あ
る
パ
ー
ド
ン
を
通
し
て

で
あ

っ
た
。

（
附
記
、

「
言
上
目
録
」
は
山

口
県
立
図
書
館
蔵

の

「
雲
陣
茶
話
」
と
題
さ
れ
た
も
の
を
用
い
た
。

表
紙
に
国
司
弘
邑
本
と
あ
り
、
奥
書

に
永
田
瀬
兵
衛
よ
り
借
り
写
置
候
云

々
と
あ
る
）

つ
づ
く

亀

‐
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ヘ

日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
残
る
偉
大
な
漢
方
医

井
上
　
雅
文

曲
直
瀬
違
ニ

ー
ー
　

そ
の
三

ロ
イ
ス

・
フ
ロ
イ

ス
の

「
日
本
史
」

（
柳
谷
武
夫
訳

。
東
洋
文
庫
）
と
イ

エ
ズ

ス
会
士

「
日
本
通

信
」
、
イ

エ
ズ

ス
会

「
日
本
年
報
」

（
共

に
新
異
国
叢
書
雄
松
堂
書
店
）

に
よ

っ
て
、
パ
ー
ド
レ

。
フ

ィ
ゲ
イ
レ
ド

の
足
跡
を
追

っ
て
み
る
と
。

五
三
〇
年
頃

（
享
禄
二
年
）
　

イ
ン
ド
の
ゴ

ア
に
生
る
。

五
五
四
年

（
天
文
二
三
年
）
二
四
歳
　
モ
ル

ッ
カ
諸
島
の
テ
ル
ナ
テ
島

で
イ

エ
ズ

ス
会

に
入
会
す
。

五
五
八
年

（
永
禄
元
年
）
二
八
歳
　
こ
の
頃
迄
、
モ
ル

ッ
カ
諸
島

の
布
教
に
働
き
、
そ
の
後
日
本

に
渡
ま
で
ゴ
ア
で
修
練
長
及
び
院
長
と
し

て
布
教
に
従
事
す
。

五
六
四
年

ハ
永
禄
七
年
）
三
四
歳
　
七
月
六
日

（
西
洋
暦
日
）

マ
カ
オ
を
出
帆
し
、
八
月

一
四
日

肥
前

（
長
崎
県
）
の
横
瀬
浦
に
着
く
。

（
そ
の
間
の
航
海
の
模
様
は
次
の
如
く
で
あ

っ
た
。
）
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イ
ン
ド

の
管
区
長
パ
ー
ド
レ

・
ア
ン
ト

ニ
オ

・
デ

・
ク

ワ
ド

ロ
ス
の
命

に
よ
り
、

日
本

の
布
教
を
援

助
す
る
為
、
パ
ル
タ
ザ

ー
ル

・
ダ

・
コ
ス
タ
、
ジ

ョ
ア
ン

・
カ
プ
ラ
ー
ル
の
二
人

の
パ
ー
ド
レ
と
共
に

ペ
ド

ロ

ｏ
デ

・
ア
ル
メ
イ
グ

の
帆
船
サ

ン
タ

・
ク
ル

ス
号

で
日
本

へ
向
か

っ
た
。
途
中
、
暴
風
雨
に
よ

る
浸
水
と
沈
没

の
危
機
、
約
四
百
人

の
乗
組
員

の
う
ち
、
三
分

の

一
が
熱
病
に
罹
る
と
云
う
危
難
に
遇

い

つ
つ
、
八
月
十

四
日
夜
横
瀬
浦

に
着
い
た
。

マ
カ
オ
出
帆
後

四
十

二
日
目
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
決
し

て
短
い
航
海

で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
が
出
発
す

る
二
日
前

に

マ
カ
オ
を
出
帆

し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
他

の
船
、
サ

ン
タ

・
カ
テ
リ
ナ
号
は
二
十
七

日
も
早
く
平
戸

に
着

い
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
フ
ロ
イ

ス
が
書

い
て
い
る
様

に
、
予
期
し
て
い
た
よ
り
も

一
月
半
も
早
く

到
着
し
た
の
で
あ
る
。

同
年
、

マ
リ
ヤ
御
誕
生
日
の
祝

日

（
九
月
八
日
）

の
七

・
八
日
後
、
パ
ー
ド
レ

・
コ
ス
モ

，
で

，
ト

ル
レ
ス
の
い
る
有
馬
の
ロ
ノ
津

に
向
か
う
。

冬
、
豊
後

の
府
内

（
大
分
）
に
到
る
。

一
五
六
二
年

（
永
禄
八
年
）
二
五
歳
頃
　
十
月
福
田
港

に
在
り
。
大
村
純
患
布
教
を
助
く
。

一
五
六
六
年

〈
永
禄
九
年
）
三
六
歳
頃
　
一二
月
、
島
原

に
在
り
。
五
月
、
ロ
ノ
津

に
在
り
。
九
月
、

島
原
の
会
堂

に
派
遣
き
る
。
同
地

に
於

い
て
、
養
方
パ
ウ
ノ

（
　
　
】
ｏ
け

”
〓
ざ
　
　
）
と
共

に

^

^
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働
く
。

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は

一
五
六
六
年
九
月

一
三
日
付
け
の
書
輸

の
中

で
次
の
様

に
書

い
て
い
る
。

「
予
は
こ
の
会
堂

に
お
い
て
堺

の
人
パ
ウ

ロ
を
伴
侶
と
せ
り
。
年
齢
五
十
五
歳

の
名
誉
あ
る
人
に
し

て
、
人
物
よ
く
日
本

の
文
字

に
精
通
し
、
妻
あ
り
し
が
我
等

の
主
キ
リ

ス
ト
に
仕
え
ん
こ
と
を
熱
望

し
、
そ
の
意
志
を
貫
徹
せ
ん
た
め
パ
ー
ド
レ

・
コ
ス
モ

・
デ

。
ト
ル
レ
ス
を
訪
ね
未
れ
り
。
彼
は
予

を
助
け

て
異
教
徒
を
教
え
、
ま
た
日
曜
日
お
よ
び
他
人
を
益
せ
ん
と
の
大
な
る
熱
心
を
も

っ
て
説
教

を
な
し
、
他

に
範
を
示
し
、
デ
ウ
ス
の
僕
と
な
る
希
望
を
与
え
、
大

に
こ
の
地
の
教
化
事
業

に
棒
益

せ
り
。
」

同
年
、
豊
後
に
駐
在
を
命
ぜ
ら
る
。

一
五
六
七
年

（
永
禄
十
年
）
二
十
七
歳
壇
　
九
月
自
杵

に
滞
在
す
。

一
五
六
九
年

〈
永
禄

一
二
年
）
三
十
九
歳
　
一
一月
、
四
旬
節
に
は
府
内

に
在
り
。
府
内
、
自
杵
、
井

田
を
巡
回
布
教
す
。
大
内
輝
弘
に
書
を
送
る
。

毛
利
元
就
と
戦

っ
て
い
る
大
友
宗
麟

の
戦
勝
を
祈
る
。

こ
の
年
、
堺

に
会
堂
を
建
設
す
る
事
を
ト
ル
レ

ス
よ
り
命
じ
ら
れ
た
が
、
天
候
堺

に
行
く
事
を
許

さ
れ
ず
。

八
月

二
十
八
日
、
豊
後
よ
り
大
村

に
到
着
。
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五
七

〇
年

ハ
元
亀
元
年
）
四
十
歳
頃
　
復
活
祭
を
ル
イ

ス

・
デ

・
ア
ル
メ
イ
ダ
と
共

に
過
ご
す
。

十
月
、
福
田
港

に
行
く
。

五
七

一
年

（
元
亀

二
年
）
四
十

一
歳
頃
　
大
村

で
働
く
。

（
九
月
）

五
七
五
年

（
天
正
三
年
）
四
十
五
歳
頃
　
十
月
福
田
港
に
あ
り
。
五
島
、
平
戸
を
経
て
博
多
に
至

２一一。
五
七
七
年

ハ
天
正
五
年
）

四
十
七
歳
頃
　
博
多

に
布
教
す
。
七
十
歳

の
養
方
パ
ウ

ロ
と
パ
ー
ド
レ

ｏ
モ
イ
ラ
と
働
く
。

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
、
石

の
病
を
発
す
。

五
七
九
年

ハ
天
正
七
年
）
四
十
九
歳
頃
　
筑
前

に
乱
起

こ
り
、
秋
月

に
逃
げ

る
。

五
八
０
年

（
天
工
八
年
）
五
十
歳
頃
　
府
内

に
移
る
。

コ
レ
ジ

ョ

（
大
学
）

の
院
長
に
就
任
。

五
八
二
年

（
天
二
十
年
）
五
十

二
歳
頃

　

〈
フ
ロ
イ

ス
の

「
日
本
年
報
」
に
よ
る
と
）

「
コ
レ
ジ

ョ
の
長
な
る
パ

ー
ド
レ
は
老

い
て
種

々
の
病
を
も

っ
て
い
る
が
、
で
き
る
だ
け
周
囲
の
地
方
を
巡

視
し
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
告
白
を
聴

い
て
い
る
」
と
あ
る
。

五
八
四
年

ハ
天
二
十
二
年
〉
五
十

四
歳
　
病
重
く
、
治
療

の
為
、
京

に
上
る
。

（
そ
の
時
期
は
、

恐
ら
く
十

一
月
末
、
又
は
十
二
月
の
初
旬
頃
の
事

で
あ
ろ
う
。
）
道
三
に
診
察
を
諸
わ
ん
と
し
た

が
、
当
時
、
道
三
は
年
齢
を
口
実

に
治
療
を
施
す
事
を
し
て
い
な
か

っ
た
。
他

の
医
師
を
勧
め
ら
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亀

^

れ
た
が
、

フ
ィ
ゲ
イ
ン
ド
は
道
三
に
診
察
し
て
も
ら
う
事
を
望
ん
で
止
ま
ず
、

つ
い
に
駕
籠
で
道

三
の
家

に
運
ば
れ
た
。

此
処

で
、

フ
ィ
ゲ

イ
レ
ド
の
病

に

つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
七
年
前
、
彼
が
博
多
に
滞
在
中
、

「
石

の
病
」
を
持

っ
て
い
た
事
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。

「
石

の
病
」
と
云
う
の
は
、
排
尿
時
に
小
さ
い
結
石

が
出
る
と

こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
病

で
、
イ
ン
ド

で
は
日
本

の
有
史
以
前
か
ら
知
ら
れ

て
居
り
、
現

在

の
勝
眺
結
石
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
五
八
二
年
に
は
、

「
種
々
の
病
」
を
持

っ
て
府
内
に
あ

っ
た
と
す

れ
ば
、

フ
ィ
ゲ

イ
レ
ド
は
、
湿
気
と
寒
冷

（
彼
は
南
洋

の
生
ま
れ
で
あ
る
の
で
）
又
食
物

の
変
化

（
パ

ー
ド
レ
達

に
と

っ
て
日
本

の
食
物

に
慣
れ
る
事
は
大
変
な
努
力
が
必
要

で
あ

っ
た
。
特

に
塩
味

の
食
事

を
多
く
取
ら
さ
れ
て
い
た
）
、
度
重
な
る
長
期

の
旅
、
過
労
等

に
よ

っ
て
腎
臓
を
中
心
と
す
る
泌
尿
器

病
を
持

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
よ

っ
て
腎
石
、
尿
管
結
石
等

の
劇
痛
、
血
尿
、
発
熱
、
悪

寒
等
が
併
発
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
恐
ら
く

「
石
の
病
」
と
診
断
し
た
の
は
、

フ
ィ
ゲ
イ

レ
ド
の
同
労
者
、
府
内

の
病
院

の
医
者
、
ル
イ
ス

・
デ

，
ア
ル
メ
イ
ダ

（
彼
は

一
五
六
六
年
に
五
島

の

領
主
、
宇
久
純
定
の
急
性
筋
肉
リ
ウ

マ
チ
？
を
治
療
し

て
効
果
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
の
時
、
尿
の
検
査

も
し
て
い
る
。
）
又
島
原
、
博
多

で
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
と
働

い
て
い
た
養
方
パ
ウ

ロ
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ

し
て
、
道
三
は
、
パ
ウ

ロ
が
堺

で
漢
方
医
と
し

て
開
業
し

て
い
た

〈
永
禄
三
年
）
頃
、
堺

の
商
人
達
及
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び
三
好

一
族
等
と
交
際
が
あ

っ
た
の
で
、
パ
ウ

ロ
は
そ
の
当
時
か
ら
道
三
の
名
声
を
知

っ
て
い
て
、
パ

ー
ド
レ
に
推
薦
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
道
三
に
自
分

の
病
状
を
話
し
た
。

「
石

の
病
」
の
事
、
そ
れ
が
永
年
に
亘

っ
て
身

体
を
苦
し
め
、
弱
ら
せ
て
い
る
事
等
。
道
三
は
脈
を
診
し
、
漢
方
医
術

で
は
、
そ
れ
等
は

「
痛
病
」
で

あ
る
事
、

「
石
淋
」
と
云
う
病

で
あ
る
と
云
い
、
薬
を
処
方
し
て
与
え
た
。

４
．

「
パ
ー
ド
レ
は
己
に

つ
い
て
語
り
、
道
三
が
薬
を
与
え
た
後
、
両
人
共
老
年

で
あ

っ
た
故
、
話
は

進
み
、
生
命
の
保
存

に
資
す
る
保
健
薬
を
論
じ
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
教
え
の
こ
と
な
ら
び
我
等

の
勤
行

に

及
ん
だ
。
こ
こ
に
お
い
て
道
三
は
己
の
こ
と
を
述

べ
、
予
も
ま
た
身
体

の
健
康
を
計
り
、
結
婚
し
て
は

い
る
け
れ
ど
も
、
清
浄

に
暮
ら
す

こ
と
十
六
年

で
あ
る
と
言

っ
た
。
」

此

の
時
、
道
三
は
七
十

八
歳
、

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
五
十
四
歳
位
、
パ
ー
ド

レ
の
場
合
は
老
人
と
言
え
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
当
時
、
来

日
し
て
亡
く
な

っ
た
パ
ー
ド

レ
達

の
平
均
寿
命
は
五
十
八
歳
位

で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
彼
が
老
人
と
呼
ば
れ
る
の
も
無
理
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
パ
ー
ド
レ

・
ト
ル

レ
ス
は
五
十
歳
の
時
、
や
は
り
老
人
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

こ
の
場
合
は
道

三
が
稀
な
長
寿
で
あ
る
と
考

魯

こ
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⌒

え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

湯
液

（
漠
方
薬
）

の
場
合
、
臓
府

の
病

に
処
方
す
る
薬

（
又
大
部
分

の
病
を
全
機
能
的

に
把
握
し
て

処
方
す
る

の
で
）
に
は
病
状
把
握

に
対
す
る
だ
け
で
な
く
、
常

に
保
健
薬
と
な
る
。
或

い
は
、
将
来

に

す

る
病
に
対
す
る
予
防
と
し

て
の
薬

に
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
未
病
を
治
す
と
言
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

道
三
に
と

っ
て
、
老

い
て
保
生
を
企

つ
事
は
無
駄
な
事

で
あ

っ
た
。
彼

の
著
書

「
啓
迪
集
」
に
は
、

「
人
レ
待
老

テ
而
保
生

ス
是
猶

二
貧
メ
雨
後
蓄
積

メ
勤

・力
難

レ
勤
亦
無

レ
益
実

」
と
あ
る
。
又
養
生

す
る
為
に
は
、
老
人

に
と

っ
て
五

つ
の
事
は
タ
プ

ー
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

「
養
生

ノ
五
難

名
利
不
レ
去
鶯

二

一
難

一

喜
怒
不
レ
除
鳥

二
二
難

一

声
色
不
レ
去
鳥

二
三
難

一

依
味
不
絶
鴛
二
四
難

一

神
慮
精
散
鶯
二
五
難

一

五
者
無

二
於
胸
中

二̈
則

ハ
不
レ
祈
レ
善
雨
有
レ
福
不
”
求
レ
寿

フ
而
自
延

７
也
」
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「
声
色
」
、
音
楽
と
色
欲

の
事
。

「
依
味
」
、
食
物

の
味
が
偏
る
事
。

「
神
慮
精
散
」
、
精
神
を
労
し
、
体
力
を
消
耗
す

る
事
。

道
三
に
と

っ
て
、
延
年
益
寿

こ
そ
老
人

の
生
き
方

で
あ

っ
た
。
そ
の
為

に
は
名
利
名
声
を
求
め
ず
、

食
物
に
注
意
し
て
、
精
神
感
情
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
無
駄
に
労
さ
な

い
事
で
あ

っ
た
。
道
三
仁
は
、

パ
ー
ド

レ
が
世
俗
の
欲
か
ら
速
い
生
き
方
を
し

て
お
り
、
清
廉

で
あ
る
事
は
理
解

で
き
た
。
し
か
し
、

老

い
て
も
、
か
く
も
体
を
衰
弱
す
る
程

に
な

っ
て
も
、
こ
の
為

に
だ
け
延
年
益
寿
を
望
ま
な
い
パ
ー
ド

レ
の
生
き
方
に
興
味
を
持

っ
た
に
違
い
な
い
。

つ
づ
く
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日
本
キ
リ
シ
タ
ン
史

に
残
る
偉
大
な
漢
方
医

|

５
．

「
よ

っ
て
パ
ー
ド
レ
は
こ
の
機
会
を
提
え

て
彼
ら
に
語
ら
ん
と
欲
し
、
医
師
は
耳
が
選
か

っ
た
の

で
、
耳

に
近
く
語
り
、
霊
魂
の
健
康
を
得
る
た
め
に
は

一
切
の
注
意
と
努
力
と
を
用
ふ
る
必
要
が
あ
る

と
言

っ
た
。
」

以
下
、

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
と
道
三
の
間
に
次
の
様
な
間
答
が
続

い
た
。

道
三

「
肉
体
の
生
命
以
外
に
人
間
残
る
も
の
か
あ
ろ
う
か
」

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド

「
然
り
存
在
す
。
宇
宙
の
上

に
永
遠
の
命
と
光
栄
の
源
が
あ
る
。
即
ち
、
創
造
主
に

し
て
天
地
の
絶
対
な
る
君
主
で
あ
り
、
霊
魂
は
そ
の
恩
意
に
よ

っ
て
永
久
に
存
し
、
そ
の
慈
悲
に
よ

っ

て
救
わ
る
。
こ
の
本
源
は
至
上
無
限
の
智
意
と
慈
悲
２
を
有
し
、
全
字
宙
と
各
被
造
物
に
存
在

。
生
命

及
び
技
能
を
与
え
る
。

こ
の
字
富

の
創
造
主
を
禅
宗

の
説
く
如
き
物

の
本
源
、
即
ち
物
を
生
じ
而
る
後

曲
直
瀬
道
二

‐―
　

そ
の
四

井
上
　
雅
文
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そ
の
物

に
化
す
る
も

の
と
考
え
て
は
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
な
れ
ば
彼
等
の
説
く
如
く
生
命
な
く
智
恵
も
ま
た

慈
悲
も
な
け
れ
ば
、
自
ら
有
せ
ざ

る
も

の
を
被
造
物

に
与
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
」

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
が
初
め
に
道
三
に
提
示
し
た
事
は
、
全

て
の
字
宙
の
被
造
物
は
各

々
限
ら
れ
た
運
命

が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
等
は
全
宇
宙

の
創
造
者

で
あ
る
神

の
創
造

の
御
業

の
中

に
あ

っ
て
絶

え
ず
栄
光
を
与
え
ら
れ
て
い
る
事
ｏ
全

で
の
事
物
や
人
間
は
義
務
や
宿
命
を
負
わ
さ
れ

て
い
る
と
し
て

悟
る
と
言
う
様
な
虚
無

の
存
在

で
は
な
く
、
至
上
無
限
の
智
恵
と
慈
悲

の
中
に
永
久

に
存
在
す
る
も

の

で
あ
る
と
言
う
事

で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
道
三
に
と

っ
て
生
命
と
霊
魂

の
存
在
に
対
し
て
の
全
く
新
し

い
意
味
を
持

つ
も

の
で
あ

っ
た
。

道
三

「
予
は
日
本

の
諸
宗
派

に
通
じ

て
い
る
が
、
全
然
満
足
せ
ぬ
故

そ
の
い
づ
れ
に
も
服
し
た
こ
と

は
な
い
。
併
し
自
ら
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
て
、
そ
れ

で
す
ま
せ
て
き
た
。
」

ワ
ィ
ゲ
ィ
レ
ド
、
予
が
病
は
た
だ
薬

の
事
を
考
え
た

の
み
で
は
治
す
事
は
で
き
ぬ
。
医
師

に
し
て
そ

の
教
授

で
あ
る
卿
に
荷
頼
し
、
指
図
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
如
く
、

（
霊
魂
と
そ
の
救
い
に
関
し
て
は
）

卿
の
考
え
の
み
で
は
足
ら
ず
、
神
学
及
び
超
自
然

の
説
教
者
又
教
授

で
あ
る
我
等
に
持
頼
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
我
等
は
人
を
救
ふ
た
め
特

に
派
遣
さ
れ
て
、
数
千

レ
グ

ワ
を
距

て
た
日
本
に
来
た
の
で
あ
る
。
」

道
二
は
こ
の
比
較

に
満
足
し
た
様

で
、
微
笑
し
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６
．

「
パ

に で 国 僚 元 少 な 本
来
｀ に も 気 年 い ま フ 道 道 フ 道

る も こ か で と
゛
で イ 三 ニ イ 三

べ し の く あ し 我 渡 ゲ ¬ に ゲ ¬
く 卿 教 の つ て 等 航 イ 予 と イ こ
｀
が え 如 た 日 は じ レ は つ レ の
も 我 を き が 本 国

｀
ド す て ド 高

し 等 弘 重
｀
に 難 当 ¬ で 無 司 齢

必 の め 要 始 来 と 地 我 に 為 卿 で
要 居 て な 源 り 骸 に 等 体 倍 は 今
が る 止 事 又

｀
を お は 力 織 今 更

あ 所 ま 業 宇 今 冒 い こ が こ 終 新
れ に ぬ の 宙 は し て の 十 そ 焉 た
ば 来 者 為 の 卿

｀
は 事 分 老 に に

我 る も
｀
君 の 予 多 業 で 人 近 思

等 こ あ 或 を 見 の 額 に な の づ 考
は と る い 愛 ら 如 の 大 い 無 い す
卿 が

°
は す る き 支 い の 事 て る

の 不 こ 老 る る は 出 な で 養 い 必
家 能 れ い 為 通 こ を る

｀
生 る 要

に で は
｀ ｀
り の な 力 逮 の 故 が

逗 あ 全 或 か 自 事 し を く 道
｀
あ

留 れ く い く 頭 業 て 注 聖 で 従 ろ
し ば 霊 は の と に 自 ぎ 堂 あ 前 う
て
｀
魂 死 如 な 尽 分

｀
に つ よ か

デ 我 の し く つ く を こ 行 た り
°

ウ 等 救
｀
病 た す 支 れ つ の 更

L
ス は い 又 ん

°
こ え が て で に

の 大 に 衰 で 予 と
｀
為 説

｀
必

教 い 熱 弱 虚 は 最 日
｀
教 言 要

え に 心 し 弱 渡 も 本 我 を 訳 で
を 書 な て と 来 少 人 等 聴 を あ
説 ん 為 も な し な よ の く 考 る
く で で 依 つ た い り 国 事 え

°

で 卿 あ 然 た 時 者 補 よ は  L
あ の る 日

°
は で 助 り で

ろ 居
°
本 我 健 あ を 違 き

う る そ の が 全 る 受 く ぬ
°
所 れ 諸 同 で が け 日

°

|

ド
レ

は

我
等
の

主
ア

ウ
ス

が

道
三
の

た
め

こ
の

時
を

備
´、

お
き
給
う
た
こ

と

を
覚
つ
た

。

-19-

^

^



そ
れ
は
道
理
を
説
く
ご
と
く
に
、
彼
は

一
層
の
熱
心
と
喜
悦
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
す

で

に
老
い
た
る
故
、
こ
の
教
え
の
義
務
を
尽
く
す

こ
と
叶
は
ぬ
こ
と
を
惧
れ
る
と
言

っ
た
の
で
、
パ
ー
ド

レ
は
こ
れ
に
答
え
、
我
等

の
説
く
と
こ
ろ
の
主

は
正
義
及
び
慈
悲

の
源

に
し

て
、
被
造
物
に

つ
い
て
は

そ
の
力
以
上

の
こ
と
を
望
み
給
は
ぬ
。
卿
す
で
に
老

い
た
れ
ば
、
少
年
よ
り
も

一
層
容
易
に
、
ま
た
困

難
少
な
く
、
主
が
我
等

に
与
え
給
う
た
戒
を
守

る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
と
言
い
、
十
戒
を
説
い
た
。

道
三
は
彼
が
困
難
と
し
た
と
こ
ろ
に
対
す
る
パ
ー
ド
レ
の
答
え
に
満
足
し
、
そ
の
言
う
通
り
な
ら
ば
、

悉
く
説
教
を
願
く
で
あ
ろ
う
故
、
パ
ー
ド
レ
も
又
予
が
為

に
時
を
費
や
す

こ
と
を
喜
ぶ
べ
き

で
あ
る
。

予
は
生
来
了
解
す
る
こ
と
難

い
方

で
は
な
い
の
で
、
パ
ー
ド
レ
は
多
く
労
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
而

よ
く
了
解
し
た
ら
ば
、
巌

の
如
く
強
く
こ
れ
を
固
守
す
る
で
あ
ろ
う
と
言

っ
た
。
」

此
処

に
於
い
て
道
三
は
全

て
の
欲
を
脱
し
て
肉
体
を
清
廉

に
保

つ
事
と
無
為
に
し

て
精
神
を
孤
立
せ

し
め
る
事
に
加
え
て
、
心
を
積
極
的
に
律
す
る
修
練
を
学
ん
だ

の
で
あ
る
。
道
三
の
鷲
く

べ
き
精
神

の

柔
軟
さ
を
示
す

一
面

で
あ
る
。

外
出
す
る
事
の
少
な
か

っ
た
道
三
は
そ
れ
か
ら
三
日
目
に
聖
堂
に
行
き
説
教
を
聞
く
約
束
を
し
た
。

パ
ー
ド
レ

，
オ
ル
ガ

ン
チ
ノ
と

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
に
進
物
を
用
意
し
て
、
約
束
通
り
道
三
は
教
会
に
来
た
。
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脈
を
と

っ
て
病
人
を
診
察
し
、

「
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
に
対
す

る
愛
と
彼

に
負
う
と

こ
ろ
の
義
務
と

に
よ
り

無
料

で
治
療
す
る
」
と
申
し
出
た
。

道
三
に
説
教
を
し
た
の
は
、
ヴ

ィ
セ
ン
テ
及
び

コ
ス
メ
と
言
う
両
日
本
人
イ
ル

マ
ン
で
あ

つ
た
．。
ヴ

ィ
セ
ン
テ
は
養
方
パ
ウ

ロ
の
息
子
で
、
ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ

ス
は

「
日
本
史
」
の
中

で
彼

に
う
い
て
次
の

様
に
述

べ
て
い
る
。

「
日
本

で
入
会
し
た
希
有
の
オ
能
あ
る
人
の

一
人

で
、
言
い
ま
わ
し
巧
み
に
、
雄
弁
な
説
教
家

で
あ

り
、
日
本
及
び
シ
ナ
の
文
字
の
知
識
す

こ
ぶ
る
豊
富

で
、

日
本

の
諸
宗
旨
、
殊

に
す

べ
て
の
宗
派

の
中

で
第

一
位
を
占
め
て
い
る
禅
宗

の
宗
旨

に
精
通
し
て
い
た
。
こ
の
イ
ル

マ
ン

ｏ
ヴ

イ
セ
ン
テ
は
セ
ミ
ナ

リ
オ
の
少
年
た
ち

に
諸
学
及
び
日
本

の
諸
宗
旨

の
授
業
を
す
る
た
め
、
巡
察
使
か
ら
み
や
こ
の
諸
地
方

へ
派
遣
さ
れ
た
」
人
物

で
あ
る
。

日
本
人
イ
ル

マ
ン
の
中

で
は
第

一
級
の
教
養
を
持

っ
た
説
教
者

で
あ

っ
た
。

又
イ
ル

マ
ン

・
コ
ス
メ
は
、　
一
五
六

一
年
、
京
都
の
下
京
、
四
条

の
坊
門
、
始
柳
町
に
於
い
て
、
パ

ー
ド
レ

・
ヴ

イ
レ
ラ
か
ら
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
町
か
ら
は
そ
の
後
二
十
年
以
上
も
キ
リ
シ
タ
ン

に
な

っ
た
者
が
い
な
か

っ
た
と
記
述
さ
れ
る
程
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
憎
悪
が
続
い
た
処
で
あ
る
。

コ
ス
メ
は

一
五
八
七
年
、
細
川
忠
興
夫
人

（
後
の
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
）
に
教
え
を
説
き
、
彼
女
を
キ
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リ

シ
タ

ン
に
な
ら
し
め

て
い
る
。

偶
然

に
も
道
三
は
良
き
説
教
者

に
出
会

っ
た
と
云
え
る

で
あ
“
う
。

７
．

「
道
三
は
そ
の
聴
い
た
と
こ
ろ
を
委
し
く
そ
の
文
字

で
認
め
た
も
の
を
携
え
た
。

（
彼
は
耳
が
逮

か

っ
た
の
で
）
説
教
を
な
す
時
に
は
先
ず
そ
の
文
字
を
も

っ
て
認
め
た
も

の
を
示
し
、
予
知
せ
る
が
故

に
説
く
と
こ
ろ
を
速
や
か
に
か

つ
よ
く
悟
る
こ
と
を
得
た
。
イ
ル

マ
ン
等

の
説
教
に
は
パ
ー
ド
レ

，
オ

ル
ガ
ン
チ
ノ
が
列
席
し
た
が
、
道
三
は

一
人
創
造
主
が
あ
り
、
世
界
の
支
配
者

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
我

等
の
霊
魂

の
不
減
な
る
こ
と
を
よ
く
了
解
し
、
彼
が
文
章
を
認
め
て
持
参
し
た
最
初
の
観
念
は
こ
れ
で

あ

っ
た
。
イ
ル

マ
ン

・
ヴ
ィ
セ
ン
テ
は
学
者
で
あ
り
ま
た
医
師
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
貫

っ
て
都
及
び

高
機
の
キ
リ
シ
タ
ン
等
に
示
し
、
ま
た
堺
の
キ
リ
シ
タ
ン
等

に
送
り
、
異
教
徒
に
示
さ
せ
た
。
蓋
し
そ

の
字
句
及
び
考
え
方
が
大
い
に
光
明
を
与
え
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
我
等

の
主
ゼ
ウ
ス

・
キ

リ
ス
ト
の
托
身
受
難
及
び
昇
天
に
関
し
、
道
三
が
認
め
て
き
た
第
二
の
観
念

に
は
ま
た
大
な
る
光
明
と

感
動
が
あ
り
、
我
等

の
主
ゼ
ウ
ス

。
キ
リ

ス
ト
に

つ
き
サ
ン

・
パ
ウ

ロ
が
述

べ
た

『
我
等
は
十
字
架
に

懸
け
ら
れ
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
は
駐
く
も
の
と
な
り
、
異
教
徒
に
は
思
な
る
も
の
と
す
る
キ
リ
ス
ト
を
説
く
』

と
い
う
言
葉
と
意
味
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

っ
て
、

「
異
教
徒
は
傲
慢

で
あ
る
故
、
ゼ
ウ
ス

・
キ
リ
ス

⌒

^

-  22  -



^

卜
の
受
難
の
秘
跡
を
嘲
笑
す
べ
き
が
、
予
は
こ
れ
を
も

っ
て
デ
ウ

ス
の
深
く
か

つ
高
き
御
計

ひ
で
あ
る

と
考

へ
る
』
と
述

べ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
数

日
づ

つ
を
置
い
て
、
第

二
日
目

に
は
聖
堂
と
聖
像
を
拝
せ
ん
事
を
願
い
、
三
日
日
に
は

デ
ウ
ス
の
教

の
書
物
を
拝
せ
ん
と
言

い
、
こ
れ
等
の
準
備
が
終
わ

っ
て
、
彼
は
聖
洗
礼
を
受
け
ん
事
を

切
に
請
う
た
の
で
、
パ
ー
ド
レ

。
オ
ル
ガ

ン
チ
ノ
が

こ
れ
を
行
い
、
洗
礼
名
を

フ
ィ
ゲ

イ
レ
ド

の
名
前

か
ら
取

っ
て
、
ベ
ル
シ

ョ
ー
ル

（
　
　
響
ざ
〓
３
　
　
）
と

つ
け
た
。

道
二
の
改
宗
と
洗
礼
を
聞
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
達
は
大

い
に
喜
び
、
他

の
民
衆
も

「
智
者
道
三
が
キ
リ

シ
タ

ン
と
な

っ
た
、
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
事

は
確
実

で
あ
る
と
言

っ
た
。
」

身
分
高
く
大

い
に
思
慮
あ
る
サ
ン
チ

ョ
三
箇
殿
は
、

「
キ
リ

ス
ト
教

の
信
用
の
為

に
は
、
道
三
が
キ
リ
シ
タ

ン
と
な

っ
た
事
は

一
万
人

の
改
宗
よ
り
も
利

益
が
あ
る
」
と
言
い
、
他
の
人
達
も
又
筑
前
殿

（
秀
吉
）
が
キ
リ
シ
タ

ン
と
な

っ
た
よ
り
は
、
通
二
の

改
宗

の
方
が
勝
れ
て
い
る
、
何
故
な
ら
ば
日
本

の
坊
主
及
び
異
教
徒

の
学
者
達
は
、
筑
前
殿
は
愚
人
で

あ
る
故
キ
リ
シ
タ
ン
に
な

っ
た
と
言
う
で
あ
ろ
う
が
、
道
三
は
大
学
者

で
な
る
故
、
道
三
の
力
と
ひ
か

り
と
に
よ

っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
と
な

っ
た
と
言
明
せ
ぎ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
鳴
し
た
。
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こ
の
事

〈
道
三
の
洗
礼
）
は
、　
一
五
八
四
年

〈
天
二
十
二
年
）
の
降
誕
祭
の
少
し
前
に
起

こ

っ
た
事

で
あ
る
が
、
こ
の
報
が
小
牧
山
の
戦
に
参
戦
し
て
い
た
高
山
右
近
の
処
に
達
す
る
と
、
右
近
は
こ
の
事

を
通
し
て
友
人
の
大
名
数
人
に
キ
リ
ス
ト
の
教
を
説
き
、
彼
等
は
戦
争
よ
り
帰

っ
て
洗
礼
を
受
け
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
事
は
都
中
の
評
判
と
な
り
、

「
部
の
異
教
徒
等
は
こ
の
改
宗
に
驚
き
、

異
常
な
こ
と
と
な
し
、
聖
堂
に
集

っ
た
」
り
、

「
各
地

の
キ
リ
シ
タ
ン
等
は
こ
の
祝
い
の
た
め
に
集
ま

り
、
諸
人
皆
道
三
の
改
宗
を
も

っ
て
デ
ウ
ス
の
大
な
る
御
慈
悲
と
考

へ
た
」
の
で
あ
る
。

又
こ
の
事
は
富
中
に
も
蘭
え
、

つ
い
先
年
迄
、
二
親
町
天
皇
の
脈
を
診
て
信
任
厚
か

っ
た
道
三
の
改

宗
に
、
早
速
内
裏

よ
り
使
い
が
適
二
の
処

へ
つ
か
わ
さ
れ
た
。
そ
し
て

「
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
は
神

（
天

皇
家
の
神
々
）
に
敵
対
す
る
教
で
あ
り
、
神
々
を
悪
魔
と
称
す
る
の
で
、
そ
の
怒
を
招
く
教
で
、
道
三

が
そ
の
徒
と
な
る
価
値
は
な
い
と
言
わ
し
め
た
。
」

「
道
三
は
思
慮
深
く
こ
れ
に
答
え
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
な

っ
て
未
だ
時
を
経
ぬ
故
、
デ
ウ
ス
の
教
に

神

々
が
悪
魔
と
言
ふ
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
な
し
、
神
々
は
往
時
の
人
な
ら
び
に
諸
侯

で
、
三
な
ら
び
に

日
本

の
貴
族

の
祖
先

で
あ
る
こ
と
は
、
パ
ー
ド
レ
等
も
知

っ
て
い
る
筈

で
あ
る
。
予
が
聞
い
た
と
こ
ろ

で
は
、
道
徳
な
ら
び
に
正
義
の
教

で
あ
る
、
と
言

っ
た
。
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
使
者
の
こ
と

を
聖
堂
の
パ
ー
ド
レ
達

へ
伝
え
、
説
教
者
の
イ
ル

マ
ン
等

に
忠
告
し
、

「
（
天
皇
家

の
神
）
神
に
つ
い

昼
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て
は
死
す

べ
き
人
間
と
し

て
語
り
、
そ
の
力
ま
た
功
徳

は
救

に
も
現
世

の
こ
と

に
も
役
立

た
な
い
と
言

う

に
止
め
」
る
べ
き

で
あ
る
と
警
じ
め
た

の
で
あ
る
。

道
二
の
改
宗
と
洗
礼

は
内
外

に
非
常
な
影
響
を
呼
ん
だ

の
で
あ
る
が
、
京
都
地
方

の
キ
リ
シ
タ

ン
達

は

こ
の
時
ば
か
り
は
肩
身

の
狭

い
思

い
を
し
な
い
で
す
ん
だ
事

で
あ
ろ
う
。

か
く
し

て
京
畿
地
方

の
教
会

は
ク
リ

ス

マ
ス
を
前

に
素
晴
ら
し

い
贈
物
を
神

に
献
げ
る
事
が
出
来
た

の
で
あ
る
。

〈
付
記
、

「
石

の
病

」

に

つ
い
て
は
、
小
学
館

の
斉
藤
豊
氏

に
種

々
調

べ
て
頂

い
た
〉

つ
づ
く

-25-


